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分泌、肝線維化、核酸医薬

肝線維化に対する根本的な治療法
は確⽴しておらず、肝線維化を直
接抑制する薬剤の開発が強く望ま
れている。炎症性サイトカインに
よって活性化した肝星細胞は、I型
コラーゲンを⼤量に分泌するが、
これが線維化の主要因である。わ
れわれは肝星細胞の分泌経路関連
因⼦の発現抑制によって、肝線維
化を抑制できる可能性を⾒出した。
本研究では、新規核酸医薬による
治療法の可能性を検討することで、
線維化抑制効果の増強を⽬指す。

肝線維化疾患

肝線維化を抑制する新規核酸医薬
の創製

肝のみならず、線維化疾患全般に対する
創薬につながる可能性を秘めている。


